
創立131周年 児童数 ３９２人

学校教育目標「豊かな心をもち、たくましく、主体的に行動する子どもの育成」

令和５年度の学校経営への御理解・御協力等に感謝！！
校長 堀之内 尚史

令和５年度が４月にスタートし、早一年。新型コロナウイルス感染症が令和５年５月に２類か
ら５類に引き下げられ、マスク着用等の制限が緩和され、様々な行事や活動がコロナ禍前のよう
にできるようになりました。令和２年１月に突如発生した未知の感染症は、全世界の人々を恐怖
に陥れ、多くの人命が失われました。有名人の死亡のニュースにも、驚きを隠せませんでした。
１年・２年と経過する中で、感染防止対策やワクチン・治療薬の開発によって、第何波と言わ

れる感染拡大も次第にみられなくなりました。５月以降も、コロナは無くなった訳ではなく、中
には重症化したり後遺症に悩まされたりする例もあり、病院や高齢者施設等ではまだまだ感染防
止対策が継続されています。
そのような中で、３月12日(火)には中学校の卒業式があり、私と教頭と分かれて、伊敷台中と

河頭中の卒業式に参列させていただきました。両校とも、たくさんの来賓や保護者の皆様に見守
られて、素晴らしい式の中で義務教育を修了し、たくさんの思い出を胸にそれぞれの道に羽ばた
いていきました。
小学校では、３月22日(金)に卒業式を迎えます。インフルエンザが流行する中、６年生と５年

生が卒業式の練習に励んでいます。外国語やプログラミング教育、タブレット等のＩＣＴ活用等
やらなくてはならないことが増える中、一方では働き方改革で授業時数を減らさなけれならない
状況で、練習に充てられる時間は以前より少なくなっています。子供たちが、素晴らしい式にな
るよう一生懸命がんばりますので、温かく見守っていただき、中学校へ送り出してもらえればと
思います。
令和５年度も、地域コミュニティ協議会や町内会、民生・児童委員、見守り隊・青パト隊、学

校医・学校薬剤師、伊敷交番・西警察署、学校支援ボランティア、スクールカウンセラー(SC)・
スクールソーシャルワーカー(SSW)等々、たくさんの地域や関係機関の皆様、保護者やＰＴＣＡ
の皆様の御理解・御協力、そして御支援・御力添えに心から感謝申し上げます。
令和６年度も、価値観や考え方が多様化する中、業務内容は増え、教員不足で人員が減らされ

る中で、教員の働き方改革を進めていかなければなりません。限られた時間の中で、教育の質を
維持・向上しながら、長時間勤務をいかに減らしていくか、知恵を出し合って推進する必要があ
ります。保護者や地域の皆様にも御理解・御協力をお願いしなければなりません。どうぞ、来年
度もよろしくお願いします。
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８日（月） 新任式・始業式、入学式 １日（水） 家庭訪問（脇田上、伊敷NT）
１５日（月） １年生給食開始 ２日（木） 授業参観、ＰＴＣＡ総会
１６日（火） 学級懇談会 １１日（土） 土曜授業【３年】校区探検
１８日（木） 【６年】全国学力・学習状況調査 ２１日（火） 【６年】修学旅行（～22日）
２３日（火） 家庭訪問（河頭、飯山方面） ２２日（水） 【４年】一日遠足
２４日（水） 家庭訪問（仮屋） ２３日（木） 【６年】休養措置日
２５日（木） 家庭訪問（肥田、新村方面） ２４日（金） 【１・２・３年】一日遠足
２６日（金） 家庭訪問（脇田下、田入道・長井田 ２８日（火） 防犯教室

宇都、校区外方面） ３１日（金） 【６年】プール掃除
３０日（火） 家庭訪問（脇田上、伊敷NT）

※ ４・５月は行事が多いため、ご家庭に関わりのあるものを中心にお知らせします。
他に身体計測、視力測定、検尿、眼科検診、歯科検診、避難訓練、内科検診、眼科検診等

もあります。（学年だよりや学級通信でお知らせします。）

※ ４月の土曜授業はありません。

※ 行事については予定ですので、 変更することもあります。

「米盛文庫」今年度も寄贈していただきました ありがとうございます

伊敷小の図書館には、本校卒業生である米盛庄太郎さんが寄贈してくださった「米盛文庫」
があります。庄太郎さんは、1895年(明治28年)に伊敷町脇田に生まれました。その頃の人々の
暮らしは貧しく、庄太郎さんも小学校に通いながら、草刈りなど家の手伝いをしました。
庄太郎さんは、大正10年に建設会社(米盛建設)を設立されました。誠実で努力を惜しまない

庄太郎さんの会社は発展し、大きな会社になりましたが、庄太郎さんは自分はもとより、家族
にも贅沢を戒め、地域に貢献することを忘れませんでした。
米盛文庫には、「自分が小学校の時は、思うよ

うに本を読めなかったので、後輩の伊敷小の子供
たちにはたくさん本を読んで、立派な人に成長し
てほしい」という願いが込められています。
米盛庄太郎さんは、昭和50年に80歳で亡くなり

ましたが、今現在もその遺志をついで、米盛誠心
育成会の方々が伊敷小の子供たちを温かく見守っ
てくださっています。
令和５年度は18冊の本を寄贈してくださり、米

盛文庫は総計711冊になりました。
子供たちには、庄太郎さんの願いを受け止め、

たくさんの本を読んで、将来、社会に貢献できる
立派な人に育ってほしいものです。

見守り隊の皆様、毎日ありがとうございます

３月11日(月)の朝の活動で「見守り隊の方に感謝の気持ちを伝え
る会」を開催しました。伊敷校区の各町内会から、ボランティアで
参加していただいている41人の見守り隊の方のうち、25人の方が来
てくださいました。年に一度、短い時間ではありますが、全校児童
が集まって、見守り隊の方々に感謝の手紙を渡し、気持ちを伝えて
います。
その後の情報交換会では、「子供たちの明るい挨拶で元気をもらっています。」「なかなか挨

拶ができない子には、粘り強く声をかけています。」と言ってくださいました。暑い日も寒い
日も、雨の日も雪の日も欠かさず、子供たちを見守っていただいていることに感謝を申し上げ
ますとともに、これからもお体に気を付けながら、見守ってくださるようお願いします。


